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絵本はその特性を活かすことで、 学校教育において教材と して活用できるのではないかとの考えのも と、 本稿は絵本の
活用状況を学会誌掲載論文と実践事例から俯瞰し、 学校教育の中で絵本がどのよう に活用されているのかについて論じ
ものである。 
た
結果、 絵本や絵本の読み聞かせに関する論文は、 幼児や家庭を対象と したものが多 く、 教科教育に関する研究は非常に
少ないことが分かった。 実践事例においては、小中高の全校種で教科教育だけではなく教科外においても、多様に活用さ
れ有効であるという報告が多数なされていることが分かった。 よって教科教育と関連する実践から得られた知見は、 論文
と して発表されたものは非常に少ないのが現状であるが、 学校教育において絵本が教材と して活用できることへの示唆を
得ることができた。 
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1 . はじめに
絵本について語った文献や研究には、 様々な角度から
の切口がある。 例えば視覚表現の研究者である今井
(2002) は、 絵本は 「見開きを単位と したイ ラスト レー
ションと文章からなり、 連続する画面の展開の中でストー
リーが構成される」 ものである と述べている。 視覚デザ
イ ンから絵本を語る笹本 (2001) は、 「絵本は絵と言葉
の表現伝達手段を, 複合的に用いた複数の画面を一定の
順序で連ねたメ ディ アである」 と述べている。 また絵本
の絵と言葉の関係において、 言葉に対するイ メ ージが無
数にある時、 そこに特定の絵があれば 「イ メ ージが直ち
に固定され」、「理解はきわめてスムーズ」 になるという。 
すなわち、 絵と言葉をもって、 何事かを伝えるための絵
本は , イ メ ージしやすい、 わかりやすいメ ディ アである
ことがいえる。 田口(1999) は映像視聴能力のモデル化
に関する研究の中で、 絵本を 「物語に挿し絵が組み合わ
されたもの」 と示し、 絵本の中の挿し絵は言葉や文字を
イ メ ージ化したり、 さらにイ メ ージを具体化したり、 広
げたりすることが日的になるものと述べている。 さらに
絵本は読み聞かせることで, 視覚と聴覚の両方から情報
伝達が可能になる (松居, 2002) ことも、 絵本が持つ特
性といえる。
さてこのよう に表現された絵本を、 児童生徒は幼少期
から家庭や園生活の中で親しみ、 決して珍しいメディ ア
ではないこ とは想像するにたやすいこ とである。 しかし
そのこ とが絵本を幼い子どものための読みものとする考
えになっているのではないだろうか。 そこに疑問を持っ
た片桐 (2005) は、 「生」 と 「死」 をテーマにした絵本
の分析から、 絵本を使う対象者に年齢はないのではない
かと結論づけている。 本田(2010) もまた、 青年期学生
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を対象に絵本を読む行為が、 読者にどのよう な意味をも
たらすのかについての研究を行い、 絵本は 「子どもから
大人にいたるまでの読者を対象と した絵とテクストで構
成された書物であり、 絵本を読むこ とで、 その読者はそ
れぞれにその意味を作りあげていく もの」 という立場を
と っている。
これら上述の絵本の特性を活かせれば, 絵本が乳幼児
への活用に留まらず、 児童や生徒にも活用できるのでは
ないかと考えた。 そこで, まず学校教育の中で絵本がど
のよう な位置づけにあるのか、 そこに傾向や問題はある
のかについて実態調査をする必要があると考えた。
よって、 本稿では学校教育において絵本を活用した研
究を概観し、 教材と しての絵本活用の実態と可能性につ
いて論じることを日的と した c 
2 . 研究方法
「絵本」 と 「読み聞かせ」 をキーワードに、1991年~ 
2010年の20年間分において絵本がどのように活用されて
いるのかについて調査した。 まず表1 にある調査対象学
会誌に掲載された論文から研究の動向を探った。 次に論
文検索サイ ト と関連書藉による実践事例を通覧し現場の
実態を把握した。 
3 . 結果と考察
3.1 調査対象学会誌
論文のほとんどは、 幼児を対象と したものや、 家庭で
行われる読み聞かせに関するものであった。 例えば、 徳
測 ・ 高橋ら (1996) は3 歳児から5 歳児を対象に、 集団
での読み聞かせの場面から子ども同士でどのよ う な相互
作用がみられるか、 年齢によって違いはあるのかについ
平成29年 6 月27 日受理
* * 兵庫教育大学大学院教科教育実践開発専攻生活 ・ 健康 ・ 情報系教育コース, 教育実践高度化専攻授業実践開発コース 教授
160 学校教育学研究, 2017, 第30巻
表 1 調査対象学会誌
学会誌名 l 学会名 l 対象理由 ・ 備考 
国語科教育 l 全国大学国語教育学会 l 国語科 
日本数学教育学会誌 l 日本数学教育学会 l 算数科・ 数学科 
理科教育学研究 l 日本理科教育学会 l 理科 
社会科教育研究 l 日本社会科教育学会 l 社会科 
体育学研究 l 日本体育学会 l 体育科 
音楽教育学 l 日本音楽教育学会 l 音楽科 
日本家庭科教育学会誌 l 日本家庭科教育学会 l 家庭科 
美術教育 l 日本美術教育学会 l 図画工作科・ 美術科 
せいかつ&そうごう l 日本生活科・ 総合的学習教l 育学会 l 生活科 1994年創刊~ 2000年 『せいかつ か』 2001年~ 2010年現学会誌名 
日本教科教育学会誌 l 日本教科教育学会 l 全教科を対象にしているため。 
教育メディア研究 l 日本教育メディ ア学会 l 絵本というメディアであるため 1993年 0 ~ 現学会誌名 1994年~ 現学会名 
読書科学 l 日本読書学会 l 読み聞かせに関わる研究が含まれるため。 
て研究を行なった。 「集団の読み聞かせ場面では、 他児
の発話が子どもの発話を誘発することにより、 物語の理
解を子ども達の間で共有し、 深めることが可能である」
と結論づけ、 それは5 歳児になってから起こるものであ
り、 それ以前の発達段階では、 相互作用は見られなかっ
た。 このことから集団年齢に応じた読み聞かせの日標設
定が必要であることを報告している。
小林 (2003) は、 児童と母親の絵本観の比較研究と し
て、児童が好きな絵本と母親が読ませたい絵本に着目し、
両者の絵本観から絵本の意味について論じた。 両者が絵
本に求める共通の観点は、 「おも しろさ」 であったが、
母親はおも しろさだけではなく 、 主題に愛情や思いやり
を重視し、 教育的意義を絵本に求める傾向があった。 ま
た、 「物語と絵は同じ歩調で展開しているか」 といった
描画も選択の理由の一つになっていた。 一方児童は、 お
もしろさのう ち、 気持ちが高揚するよう な冒険物語を上
位に選択し、 主題に勤勉や教育性のある絵本は下位となっ
ていた。 両者の間に “共通点” と “ずれ” を示唆したこ
とは、 母親の影響を受けやすい子どもの絵本経験に、 よ
り よい読書環境をつく るうえでの重要な知見であること
が分かった。
中村 (1991、1992、1995) は心理学の立場から 「絵本
の読み聞かせに関する研究を行い、 科学的な根拠に基づ
いて望ましい絵本の読み聞かせの因子を抽出し命名した。 
次にその望ましい絵本の読み聞かせと、 そう でない読み
聞かせが児童の物語理解にどのよう な影響を及ぼすのか
について実験的検討を行った。 さらに、 幼児の物語理解
は、 読み手の話題情報の与え方によっても影響を及ぼす
点について分析的検討を行った。 これらは保育実践者の
読み聞かせに関する手法や、 子どもの文章表現、 または
物語理解の過程を知るうえで、 注目すべき研究であるこ
とが分かった。
次に、幼児と児童を対象とした研究に、 徳田(1997) 
の障害についての理解をテーマと した絵本の読み聞かせ
に関する ものがある。 年中児から小学4 年生の被験児に
ク ラス担任が 『さ っ ち ゃんのまほう のて』 (たばた、
1985) を読み聞かせ、 先天的に右手の指が欠損している
主人公のさっちやんについて、 指が生えてく るというハッ
ピーエ ンド期待と生えてこないとする障害の永続性につ
いて、 学年ごとの理解度を調査した。 これによると、 さっ
ちゃんがいい子にしていれば指が生えてく る と答えた子
どもは年長児男子約6 割、 女子8 割以上に上り、 指は生
えてこないという、 障害の永続性に気付けた子どもは2 
年生の段階で 6 割以上であった。 このことは、 幼稚園児
から2 年生の頃にかけての家庭や学校における障害理解
教育の重要性を示唆した。
以上が学術論文誌に掲載されている論文であるが、 絵
本や絵本の読み聞かせに関する研究は、 幼児や家庭を対
象にしているものが多いのが現状であった。 今後の絵本
研究の方向を示すものとはなるが、 本研究の日的に迫る、
教科教育においての絵本活用の方法を探るものではなく、
絵本の読み聞かせがもたらす効果を対象者や場面を限定
して論じたものであった。
次に各教科の学会誌による結果であるが掲載編数は非
常に少ないことがわかった。 その中で足立(2004) は、
小学校学習指導要領の 「言語活動」 を例に挙げ、 「昔話
や童話などの読み聞かせを聞く こと」 に対応した、 教員
の読み聞かせの実践報告が多 く なってきていることを述
べている。 このよう な背景から国語科や学校における読
み聞かせについても、 学術的な研究推進の必要があるこ
とを指摘し、読み聞かせに関する国際学術誌の調査を行っ
た。
家庭科では 「自分と家族について考える」 題材の中で、
愛犬の死をテーマした 『ずう っとずう っと大すきだよ』
(ハンス ・ ウイルヘルム、1988) の絵本を教材と して使
う提案がある (大曲 ・ 長井、2008)。「死に関する学習」
を学習指導要領の家庭科の内容で示されている 「家族と
家庭生活」 の項日に位置づけ、小中一買5 ヵ年計画学習
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プログラムの5年生の学習教材に設定し絵本を活用した c 
生活科では高橋ら (2000) による、 幼小連携のための
絵本環境を整備するための提案がある。 ここでは幼稚園
教育と小学校教育の全く 違う指導方法を緩衝するために
生活科の学習があることを踏まえ、 小学校の先行体験に
適した絵本の調査と抽出を行った。 調査対象図書館の
50000冊以上の利用可能図書から選定した絵本リスト を
もって、 具体的な絵本環境を提示した。
以上が各教科の学会誌に見られる絵本に関する論文で
あるが、 教科教育と密接な関係にある絵本活用の研究は
少ない。 さらに上記の論文もそう であるが、 教科におい
て絵本を活用するといった提案に留まっているため、 そ
れを活用した結果や教科における絵本活用の効果などは
明確に示されていないこ とがわかった 0 
3.2 実践事例
3.2 .1 教科教育での絵本活用事例
①国語科
小学校国語科では戦争をテーマにした教材などの授業
実践 (例えば吉田、2005) に、 戦争児童文学の読み聞か
せを取り入れた実践がある。 子どもたちがイ メ ージしに
く いと思われる 「戦争時代の生活」 や 「戦争時代におけ
る家族の絆」 などに対して、 考えることや想像すること
の手立てと して絵本が活用されている。
中学校では国語科と美術科の合科による授業の中では
「21世紀に賠る創作絵本」 と題して、 子どもたちに語り
継ぎたいメ ッセージを込めて絵本を制作するという実践
がある (藤田1998)。 その過程には、 身近な絵本をさま
ざまな観点から分析する学習や手作り絵本の専門家に指
導を受ける体験などがあった。
遠藤 (2003) は、 文字のない絵本を活用して、 絵に合
う文章を添える学習を行った。 ここでは 「『映像を読む』
という、 情報力を育てる学習の一端を担う」 総合的な言
語活動の実践学習であると述べている。
石井 (2005) は、 たく さんの絵本に触れながら、 生徒
間でお薦めの絵本を紹介し合う実践について報告してい
る。 またこのよう な取り組みには、多 く の書籍が必要で
あるため、 学校図書館や地域の図書館との連携が不可欠
であるこ とも報告している。
玉村 (1996) は障害児学級において同一の絵本教材を
使用した2 つの授業の比較分析を行った。 発達状態を考
慮して2 つのグループ (授業 A、 授業B) に構成した分
析対象の子どもたちに 「ことば」 の授業を設定した。 す
なわち各グループの学習課題や目標は異なる中で、 同一
絵本を教材と して使用したという ことになる。 結果、 共
に学習を有効にする教材と して評価しているが、 中でも
絵本教材はねらいに合わせて柔軟に使用方法を変化させ
ることができる点を報告している。
②算数・ 数学科
安藤ら (2009) は 「児童数学」 の文化を広める研究に
絵本制作を試みた。 発端は 「『児童文学』 の世界が重要
な教育の基盤と して国語教育と密接に結びついているの
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に比べ 『児童数学』 の世界が算数教育に与える影響は弱
く、 文化と して定着していない」 という実態である。 こ
れを踏まえ、 「数学という作品に触れるこ とを楽しむ文
化」 の広がり を掲げ、 「児童数学」 絵本の開発が進めら
れている。
竹村 (2002) は中学生に数学絵本を作らせる取り組み
を行ない、 学習過程で生まれてく る 「自己と数学の意味
生成 ( 自己変容) 」 について考察を行っている。 絵本を
制作するに当たり 「絵の問題」 「取り上げる数学的内容
の個人差」 「絵本への興味関心」 「男女差」 などの課題が
残されたが、 「自分の中の 『わからなさ』 や 『わかりず
らさ』」 などの内的体験を語り直していく」 姿など、 自
己変容はみられたという。
③理科
川崎ら (2008) の実践は、 ろう学校において、 「かが
く絵本」 の制作に取り組んだものがある。 生徒たちの制
作を通し、 「科学的リテラシーの事象を科学的に正確に
説明できる力」 を育成できたこ とや、 「理科を身近に感
じられた様子」 がうかがえたことなどを報告している。 
さらに、 この実践は 「聴覚障害を持つ生徒への視覚教材
と しても有効」 であるこ とが明らかにされている。
広木 (2004) は大学院の授業において、 外界への働き
かけを促す展開をもった絵本づく りの実践について報告
している。 できあがった絵本は子どもたちに読み聞かせ
られた。 子どもたちの絵本に対する反応は、 概ね良好で
あり、 すぐに外界への働きかけがみられたことなどを報
告している。
④社会科
小学校では、 絵本や写真、 資料集などから得た情報を
地図帳で確認しながら、 各地の様子や暮らし方を探る授
業がある (例えば田所、2005)。 これは日本列島を学習
する一つの方法と して、 絵本活用も有効であることを意
味している。
中学校では、 歴史の教科書から民衆史が抜け落ちてい
ると感じている平井(2006) が、 当時の民衆の姿を豊か
にイ メ ージできるよう にするこ と をねらいと し、 その種
の絵本を読み聞かせるなどの活用を試みた。 「生徒たち
は絵本によって想像力が喚起されたのか、 授業での生徒
の発言が大き く増えた」 と述べている。
⑤音楽科
絵本や紙芝居などから得たイ メ ージを音作り という表
現活動を通して、 低学年の児童が楽しく活動できる授業
実践がある (例えば松永、1992)。 低学年では学習の理
解を補助する役割と してよく絵が用いられることに注日
し、 「低学年において、 音をイ メ ージさせるときに絵を
媒体と して用いたことは、 発達段階に合っているのでは
ないか」 と松永(1992) は述べている。
⑥図画工作科
橋本 (2007) は 「いたずら」 を題材にした絵本を小学
3 , 4 年生に活用し、 道徳教育の内容である 「自己を他
の人と関わりの中でとらえ、 望ましい人間関係を育成す
る」 効果を絵画表現を用いて考察している。 絵本を活用
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するこ とで得られた効果については 「『いたずら』 を題
材にしている身近な内容であるため、 児童に自らの生活
と重ね合わせて主体的に考えることを促す効果があった」
と述べ、 さらに 「絵画表現と読み物資料とを組み合わせ
ることにより、 道徳的価値と日常生活とを結ぶ補助資料
となる」 こ とも分かった。
⑦家庭科
田中 (2010) は住環境教育の教材として、 家にまつわ
る市販の絵本4 F用-を活用した授業計画を提案している。 
題材名は 「住いと環境共生について」 である。
堀内 (2010) は小学生のジェ ンダー観を揺さぶる授業
の実践報告と して、 絵本を活用している。 学習効果と し
ては、 「各家庭における役割分担の相違についての気づ
きがあった」。 また 「自分の家族 ・ 家庭」 について語る
媒介物として作用し、児童の発言を促進した」 として、
教材と しての絵本の価値を述べた。
⑧英語科
英語学習では教材と して活用できる絵本のセレクト を
行う ための、 絵本の内容分析と活用効果を論じたものや
実践方法論に沿った絵本の導入や活用の提案などがある
(例えばRobert J.Schalkoff、2007) 0 
また、 英語絵本の読み聞かせを児童に実践した報告
(例えば山崎、2009) では、 英語の原書であっても児童
は推測しながら読むこと を楽しみ、 「絵とスト ーリーが
連動しているので理解しやすい」 「物語を聞き取り、 か
つ、 焦点化した言語形成を意味ある文脈で使う ことがで
きた」 こ となどを結果と して挙げている。
白須 (2004) は英語教育に英語で書かれた絵本や児童
文学を生徒が活用することの意義を 「言語習得」 「異文
化理解」 「文化的価値」 の面から述べている。 その反面、
良い作品であっても文章が長いと授業では時間がかかり
使いにく いこと。 中学では学習しない語彙が多く あり読
解が難しい場合があることなどを問題点と して指摘して
いる0 
⑨情報科
野部 (2008) は 「情報モラル絵本」 の制作を高校生に
実践した。 ストーリーは 「迷惑メール ・ チェーンメール」
「掲示板やw eb ページでの誹諾 ・ 中傷」 など、 情報モラ
ルに関わる範囲から生徒が選択した。 学習したことを活
かして絵本を制作させたりすることは、 人に伝えよう と
することであり、知識の定着を図ることへとつながった。 
以上が教科教育における絵本活用の実践事例であるが、
校種や教科に関わらず学習に絵本が活用されていること
がわかった。 中でもイ メ ージを膨らませるための学習で
は、 導入時にその種の絵本を読み聞かせるなど補助的に
ではあるが活用していることや、 知識の定着を図るため
に、 まとめ時に絵本を制作させるといった活動があり、
実践事例の特徴と して挙げられる。 
3.2.2 教科外での絵本活用事例
教科外の活用状況は学校や指導者によって様々な工夫
が見受けられ独自性がある。 また教育日標やねらいに向
け、 複数の活動分野を合わせもって絵本を用いているた
め、 上述した教科教育のように明確なカテゴリに分類す
ることは難しい。 しかし調査内容のわかりやすさを考慮
し、 メイ ンとなる学習や活動に分類し結果を述べる。
①平和 ・ 国際理解学習
平和学習や国際理解を促す学習は、 講演会や見学旅行、
劇発表会などの学校行事を実施する際に事前学習に絵本
を活用する傾向が特徴としてある(例えば中嶋、2005)。 
児童生徒にとって生活体験が少なく、 イ メージしにく い
学習であるため、 補助的に絵本が活用されている。
②読書活動
学校教育の中で読書活動の観点から絵本が用いられて
いる報告は、 小中高の全校種において数多 く なされてい
る。 例えば読書活動を習慣化させるための朝の時間や帰
りの時間に読書タイムを設けたり、 教員による読み聞か
せを実施したり している(例えば高森、2010)。
③道徳的な学習
小学校を対象に 「道徳的実践力」 を高めるために絵本
を活用した学習とモラルスキルト レーニングを取り入れ
た学習を関連付けた研究がある (星野、2010)。 学習は
絵本 『だいじよう ぶ だいじようぶ』(いとう、1995) 
を中心資料にして、 家族に感謝の気持ちを伝えよう とす
る心情を育んでいった。 星野(2010) はト レーニングの
事前に絵本を活用することで実践意欲が高まり、 トレー
ニングの成果を有効にしたと述べている。
④個別指導
特別支援学級 (特殊学級 ・ 障害児学級を含む) の児童
や多動児への発達支援のための教材として絵本を介した
取り組みが多数報告されている。 例えば前田 (1995) は、
情緒学級に通う小学校1 年生男児に対して、 個別に絵本
の読み聞かせと絵本づく り に比較的継続して取り組んだ。 
絵本を活用した継続的な発達支援の試みによって、 男児
は 「場面状況とこ とばの理解を深めて」 いく と共に、
「表現された心情を細かく 読みとれるこ と も可能になっ
た」 という。 また、 男児の活動エネルギーが絵本づく り
という創造的な活動に向けられたことで衝動性が弱まる
と共に多動が減少したと報告している。
自閉症児の個別指導では、 情緒性の広がり を目指して
絵本の読み聞かせを導入したり (例えば鈴森ら、2001) 、
発語が少なく言語の理解も難しい児童には、 好きな絵本
を使って文字や絵を書き写したりする取り組みなどが行
われている (例えば熊谷ら、1999)。
以上が教科外の絵本の活用報告であるが、 教科の学習
と学校行事を関連させ、 複合的にかつ継続的に絵本と関
わる取り組みが見られた。 この点は教材と しての絵本の
可能性に迫る活用方法である こ とが分かった c 
4 . まとめ及び今後の課題
本稿では絵本を教材と して活用できる可能性を見出す
最初の段階と して、 学会誌調査と学校現場での活用事例
を調査した。 調査の結果まず学術論文誌からは、 乳幼児
学校教育における教材と しての絵本活用の意義と可能性
を対象にした研究や親子間の絵本観の相違など家庭にお
ける研究、 また読み聞かせの手法や心理学的な分野から
の研究、 他国に目を向けた読み聞かせの調査研究などが
あることが分かった。 一方、 教科教育の中での絵本活用
の研究は非常に少なく 、 絵本を用いる提案に留まってい
る。 またその提案に対して活用した結果や効果を明確に
示していないという点も明らかになった。 よって学校教
育の中での絵本活用、 加えて教材と しての絵本活用研究
は、 ほとんど見当たらないのが現状である。
次に絵本を活用した実践事例を見ると、 教科教育の中
では、 活用方法の多 く が学習で得た知識の定着を図るた
めに絵本を制作したり、 調べ学習のまとめに絵本を制作
したりするなど、 学習の成果物と して 「絵本をつく る」
といった活動である。 さらにこの取り組みは中学生以上
で行われることが多く、 できた絵本の発表の場と して小
学生や幼稚園児を対象に読み聞かせ交流会をするといっ
た特徴がある。 また、 このケースには、 文字のない絵本
を活用して、 絵から読み取ったこ とを、 詩や文章、 言葉
にして絵に添えながら独自のページをつく るといった実
践も含めることができるであろう。 絵本をつく る学習の
過程には、 絵本を手に取ったり読んだり、 市販の絵本に
触れる体験があったであろう こ とはう かがえるが、 主に
なる学習は絵本づく りである。
国語科の中ではイ メージしにく い戦争を扱う単元に、
想像することの手立てと してその種の絵本を読み聞かせ
る実践がみられた。 その他は、 児童生徒が絵本をつく る
活動が多かった。 その傾向は算数数学科、 理科、 図画工
作科、 家庭科、 情報などの教科でも見られた。 社会科で
は国語科同様に戦争や昔の人々の暮らしなどを知る歴史
学習の中で絵本を資料として活用していた。 比較的新し
い試みとしては、 算数数学科の 「児童数学」 の文化を広
める絵本の開発に関しての取り組みである。 絵本を開発
する必要性を述べている点に注日した。 また、 英語科で
は活用の前段階と して、 授業実践に使える絵本の内容分
析が進められているこ とが分かった。
絵本の活用は教科によってばらつきがあり、 活用が試
みられていない教科や、 必要性が薄いといった教科の現
状も把握できた。
教科外での絵本活用の実践事例では 「読み聞かせ」 が
多く見られた。 それは読書活動の習慣化や言語活動を育
むこ とをねらいと した長期的な取り組みの一端と しての
活用である。 また、 講演会や見学旅行など学校行事とも
重なるが、 事前学習の資料と して用いられるケースも少
なく ない。 その場合、 教科教育と学校行事を関連させ、
複合的にかつ継続的に絵本と関わる取り組みにおいて、
有効に作用したという報告がある。 このように絵本活用
が学校行事のそれ自体の主ではないが、 その日的を達成
させるための一手段と して関わっていることがわかった。
その他、 絵本が教材と して使える場面には、 個別指導
ではあったが、多動児や自閉症児を対象にその効果が報
告されている。 これらはクラスにおいて特別な支援を必
要とする児童や生徒への学習支援が望めるものと して注
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日できる。
このように学術論文、 教科教育、 教科外から学校教育
の中での絵本の活用状況を俯瞰すると、小学校、 中学校、
高等学校全体を通し、 絵本の 「読み聞かせ」 や 「絵本づ
く り」 など多様に活用されていることが分かった。 これ
らの学校現場の様子から児童や生徒にとって、 学校の中
で絵本を使用することは、 特別な違和感は少なく、 親し
みが持てるメ ディ アであるのではないかと考える。
また、 教科教育の中では比較的絵本をつく る活動が多
く、 制作するための参考資料に絵本を教材と して活用し
ているケースが見受けられた。 逆に教科外では、 絵本を
読み聞かせに活用する傾向がある。 中でも読み聞かせの
活用で注目したいのが、 イメ ージしにく いであろう題材
に補助的資料と して導入に用いられる点である。 その効
果も実践レベルではあるが有効である報告が多かった。 
教科教育の中には、 学習に臨むにあたり、 児童や生徒が
日常の中にイメ ージしにく い事柄がある。 例えば上述の
調査では、 戦争を含む歴史学習などがそれに相当し、 絵
本が教科教育において教材と して活用できることを示唆
するものである。
しかし一方で、 学校教育の中での絵本活用が実践レベ
ルでの報告に留まっており、 実践から得られた知見を、
研究と して論文にまとめられたものが少ないことも、 実
態と して明らかになった。
学校教育の中で絵本を活用した取り組みは、 日々の研
修や授業研究により、 まだまだ行われているであろう と
推察できる。 よって、 学校現場での絵本活用の一端を述
べることはできたが、 研究の成果には一定の限界があり
課題が残る。 しかしこれら絵本が何らかの理解を促す教
材と して活用されているこ とに着目するこ とはできた。 
今後は学習者と教科の課題との間で、 どのよう な絵本の
介在が必要であるかについて検証することが課題である。 
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